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ホーム ＞ 市⺠レポーター ＞ 学園町憲章をつくった学園町⾃治会ものがたり

「学園町憲章」をつくった⾃治会と住⺠たち

〜学園町⾃治会の熱い戦い〜

みなさん学園町を訪れたことがありますか？

学園通りから⼀歩⾜を踏み⼊れると、⽣垣に

囲まれた道がまっすぐに伸びている、特に⼀

丁⽬界隈は⾚松・ケヤキ・桜等の⼤樹の中

に住まいが点在する緑あふれる街であること

に気がつくことでしょう。

更に歩き続けるとあちこちに「学園町憲章」の

表⽰板が⽬につきます。

学園町は、⾃由学園に隣接する住宅地で、

⾃由学園が⼤正末期に⽬⽩から東久留⽶

（当時は南沢）に移転する時に約10万坪

の⼟地を購⼊しました。

うち3万坪は⾃由学園敷地に、残り7万坪は

住宅地として開発し、主に学園の⽣徒の保

護者とその関係者に分譲されました。

時の流れとともに、分譲初期は150坪〜

500坪であった敷地も相続他の事情から⼀

部は

細分化され樹⽊の激減したエリアも⽬⽴つよ

うになりました。

約5年前、このような状況に危惧感を持った

住⺠の⼀声が、この「学園町憲章」の成⽴に

つながったのです。

市⺠レポ－タ－ 球歩

現学園町⾃治会副会⻑で環境委

員⻑の⼩嶋さんの発⾔でした。

「憲章」成⽴までのご努⼒のお話を聞

くことができましたが、町づくり、コミュニ

ティづくりに共通する⼤切な「秘訣」を

感じました。

⼩嶋さんのお許しを得ましたのでご報

告します。

⼩嶋さんは当時この危機感を2007

年の⾃治会総会で訴えたところ、出

席者全員の賛同を得ることができまし

た。

早速、当時の猪狩会⻑が主導した

「環境⼩委員会」が発⾜し、具体的

な活動が始まりました。

時代の流れに沿った開発を是認しな

がら、いかに学園町の原⾵景を維持

し住み良いまちにしていくか、学園町

らしさとは何か、どのような町にしたい

か、などについての熱く純粋な議論が

繰り返しなされました。

また他の地域での環境保全活動情

報の分析も⾏った結果、「憲章」の⽅

向と⾻格が⾒えてきました。

「⼩委員会のメンバ－は、平均年齢

60歳をとっくに過ぎているのに、キラキ

ラと光る⽬と声のト－ンはまるで少年

の輝きがありました・・」と⼩嶋さん。

⼟地の細分化は、学園町だけでなく

どの地域でも避けられない事実だ

が・・、学園町全体を「環境価値」と

してとらえ、たとえミニ開発でも緑化の

推進を図り、時間とともに⼜緑豊かな

住環境が再⽣されるように・・・と考え

ました。

隔⽉に発⾏している「かわら版」や回

覧、⾃治会会合等で住⺠に情報を

開⽰し、住⺠からの意⾒も吸い上げ

ながら、「学園町憲章」の意義、⽬的

を明確にしていきました。

最終的には、⾃治会住⺠のアンケ－

トを全世帯（約590）に⾏った結

果、回収率70％超・賛成90％超と

いう⾼い理解と賛同が得られました。

結局、問題提起をしてから⼀年後、

2008年の⾃治会総会において、

「学園町憲章」が可決、成⽴したわ

けです。

成⽴したことがゴールではなく、「憲

章」をよりどころとして主旨・⽬的に沿

った「緑豊かな住みよいまちづくり」を

実現していくスタ－トとしてとらえてい

ます。

⼟地開発や新築時には、必ず⾃治

会環境委員が現地に出向き、施

主、不動産、建築関係業者等に

「憲章」の意義・⽬的を説明し、理解

を得るようにしています。

みなさんが⽬にされる学園町を特⾊

づける「緑豊かで整然としたまちなみ」

はこのような住⺠の地域を愛し育てる

熱意と努⼒に⽀えられての成果なの

です。

「学園町憲章」⾃体には、法的拘束

⼒はありませんが、住⺠の⾃主性と

連帯が⽬に⾒えない拘束⼒になって

いると思われます。

「たとえばゴミのポイ捨てを⾒かけたと

きに、この町にはこのようなル－ルがあ

るんですよ！と声をかけしやすくなる」

などの声も寄せられています。

これらの「住⺠の絆」をベースとして、こ

のあと「組再編成」という、より困難な

事業にもチャレンジし、2010年10⽉

すべての住⺠の合意のもとに完成さ

せたのです。

学園町は1丁⽬・2丁⽬と2つの⼤き

なブロックに分かれていますが、⼟地

の細分化などから「隣組」の並びに法

則性が無くなりバラバラの状態になっ

ていました。

⼀組当たりの世帯数も３世帯から２

０世帯以上と、円滑でスピ－ディな

⾃治会活動に⽀障をきたし、更に万

⼀の場合の防災体制にも不安が指

摘されていました。

「学園町憲章」をつくる過程と同様の

⼿法で、住⺠への徹底した情報開

⽰と議論、個別相談も含めて１・２

丁⽬合わせて４８組の新しい「組別

地図」と「組別名簿」を完成させまし

た。

⼀組当たりの世帯数もおよそ１０〜

１５世帯と、整然とした組番号は完

成までに多くの困難を経ながら、現在

は予想以上に合理的で明るい⾃治

会運営が実現しています。

このように「町としての基盤」が整備さ

れたころ、⾃由学園クラブハウス「しの

のめ寮」がこの秋オ－プンしました。

1階のカフェなどは⼀般市⺠の⽅にも

解放されていますが、２階会議諸室

の⼀部には学園町⾃治会専⽤の分

室が設けられています。

地域住⺠の更なるコミュニケ－ション

が醸成され、絆が広がっていくことでし

ょう。

次はどのような楽しい企画をしよう

か・・と⼜熱い語らいがなされるのでは

ないでしょうか。

（写真は、ご本⼈の了解を得て掲

載しています）
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